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循環病態制御内科学分野 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前村浩二・教授 評議員、指導医 日本内科学会 

前村浩二・教授 評議員、九州地方幹事、広報委員会、循環器専門医
編集委員会 

日本循環器学会 

前村浩二・教授 理事 日本血管生物医学会 

前村浩二・教授 評議員 日本心臓病学会 

前村浩二・教授 評議員、指導医 日本高血圧学会 

前村浩二・教授 評議員 日本動脈硬化学会 

前村浩二・教授 評議員 日本脈管学会 

前村浩二・教授 評議員 日本臨床分子医学会 

前村浩二・教授 評議員 日本時間生物学会 

前村浩二・教授 評議員 日本心脈管作動物質学会 

前村浩二・教授 評議員 日本抗加齢医学会 

前村浩二・教授 編集委員 Circulation Journal 

前村浩二・教授 編集委員 International Heart Journal  

前村浩二・教授 編集委員 時間生物学 

前村浩二・教授 編集委員 循環器専門医 

前村浩二・教授 編集委員 内科系医学誌・medicina 
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前村浩二・教授 編集委員 Cardiovascular Frontier 

前村浩二・教授 臨床研究部顧問 (財)放射線影響研究所 

前村浩二・教授 研究委員 (財)日本心臓血圧研究振興会 

前村浩二・教授 特定疾患対策協議会審査部会委員 長崎県 

芦澤直人 
   ・准教授 

評議員 日本心血管内分泌代謝学会 

芦澤直人 
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評議員 日本循環器学会九州支部 

芦澤直人 
   ・准教授 

正会員代表 日本循環器学会 

芦澤直人 
   ・准教授 

評議員 日本心臓病学会 

芦澤直人 
   ・准教授 

正会員・指導医 日本高血圧学会 

芦澤直人 
   ・准教授 

長崎市社会福祉審議会委員 長崎市 

芦澤直人 
   ・准教授 

学医 長崎総合科学大学 

池田聡司・講師 日本老年医学会九州地方会 評議員 日本老年医学会 

小出優史・講師 正会員代表 日本循環器学会 

小出優史・講師 九州支部評議員 日本循環器学会 

小出優史・講師 長崎市夜間急患センター運営委員 長崎市 

 
 
競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前村浩二・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
循環器疾患への時間治療の開発 

前村浩二・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服

研究事業) 

「弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成」 

前村浩二・教授 文部科学省 分担 都市エリア産学官連携促進事業（発展型） 
- 光学的非侵襲型血糖値計の開発 - 

前村浩二・教授 文部科学省 分担 新学術領域研究 心臓イオンチャネルの遺

伝子異常と機能破綻の分子基盤 

池田聡司・講師 日本学術振興会 代表 基礎研究(C) 
グルタチオン化蛋白を用いた新規酸化スト

レスマーカーの開発とその有用性の検討 

古賀聖士・助教 財団法人 地域医学研究基金 代表 血漿 pentraxin 3 値は冠動脈不安定プラーク
の 存 在 を 反 映 す る ： optical coherence 
tomographyを用いた検討 
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特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

前村浩二・教授 METHODS OF MODULATING OF 
ANGIOGENESIS  

2002年 
5月 28日 

US patent 6,395,548 
B1 

 
その他 
新聞等に掲載された活動 

 
非常勤講師 

氏名・職 職名（担当科目） 関 係 機 関 名 

小出優史・講師 非常勤講師（循環器病学） 長崎市医師会看護専門学校 

小宮憲洋・講師 非常勤講師（循環器病学） 長崎市医師会看護専門学校 

 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

前村浩二・教授 医学講座 慢性心不全の
外来フォロー 

ラジオ日経 2010年 
3月 11日 
放送 

慢性心不全の外来管理のコツを一般医

向けに解説した内容である。 

前村浩二・教授 九州 11 大学 循環器内科
の連携  心臓突然死への
対策： 救うのも救われる
のもあなたです  

読売新聞 2010年 
3月 22日 

九州における循環器救急医療の現状、救

急蘇生法の啓蒙活動について一般向け

に解説した内容である。 

前村浩二・教授 「週間健康マガジン」 
心筋梗塞はどのような病

気？ 

 

テレビ長崎 2010年 
11月 5日 
放送 

心筋梗塞はどのような病気かについて

一般向けに解説した内容である。 

前村浩二・教授 「週間健康マガジン」 
心筋梗塞の予防法 

 

テレビ長崎 2010年 
11月 12日
放送 

心筋梗塞の予防法について一般向けに

解説した内容である。 

前村浩二・教授 あなたの血管は健康です
か？動脈硬化と生活習慣

病の密接な関係． 
 

朝日新聞 2010年 
12月 10日

動脈硬化の成り立ちとその予防法を一

般向けに解説した内容である 

小出優史・講師 「週刊健康マガジン」 
心筋梗塞の治療－急性期

治療 

テレビ長崎 2010年 
11月 19日
放送 

心筋梗塞の急性期治療について解説し

た内容である。 

小出優史・講師 「週刊健康マガジン」 
心筋梗塞の治療－慢性期

治療 

テレビ長崎 2010年 
11月 26日
放送 

心筋梗塞の慢性期治療について解説し

た内容である。 

古賀聖士・助教 狭心症・心筋梗塞の早期
発見のために～こういう

症状は危険信号！ 

西日本新聞 2010年 
7月 20日 

狭心症・心筋梗塞を一般向けに解説した

内容である。 


